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1.は じめに

この諭述は、平成 27(2015)年 2嘉 20日 に上牧本澄寺のある地元 (1日 “五領

村地区)の高機市立・五領公民館で行つた講議資料を元に、のち若子の改訂・加筆を

試みたものです。

2.縄文時代から弥生時代ヘーー地形の概念

1.縄文時代に、大阪平野は海 (河内湾と呼ぶ)だつた。北は北海道から南は沖縄の海上交

流の、港 (今の大阪市)の位置が上牧だった。そこに、京都府からの桂メ||・ 滋賀県か

らの字治ブ:|・ 奈良県二重県からの本津り||の三り||が合流して開口し、三角州を形成した。

2.本津り||が最大で、平時にその白砂が河岸に積つて白潟 (し らかた・枚方市)と なった。

・
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豪雨時に上砂が対岸に押し寄せ積って、島本町・高浜 (上牧のすぐ∫|1上手)と なった。
大洪水時には土砂は対岸に轟浜を越ぇて広がり、上牧の神南備森となった (土砂の堆
積の少ない低地は警通にョシ原となり、堆績の多い高まった地帯は樹本の森となった)。

3.やがて士砂の堆積まま広く大阪平野となり、その中央を三り||の合した大河の淀り||が流れ
たが、大阪平野が出来ても海上交流の麟 ll■、元の港の上牧の位置まで淀JIIを避った。

3、 三島郡の地形

1.周 囲の支流も大阪平野に流れ込んだが、支流はすぐには中央の淀り||に合流せず、淀ブi:と

並行 lン て流れて下流に向かった。特に淀ブ|1右岸でこれが著しく、三島郡の地形となる。
2.淀り|1右岸の支流は、上流から水無瀬ブ||(島本町・上牧)芥JII(高機市)安威り||(茨本市)

で、淀JII本流とこれに並行に流れる三支流との間に、二つの島が出来たのである。 (本

流から着岸して上陸したのに、まだ支流に隔てられている、すなわち島である。)この翻沃巌
三島の名称が意識されて成立するのは、後に述べる卑弥呼の時代のことに間違いない。 |

3.水無瀬り||の流れは、島本町・広瀬の位置で山地から畿て扇状地となり、元まま淀ブ|1本流と ‐
並行して流れ、上牧の細長い形の内ケ池がその1日 河流で、前島の位置で淀J;iと 合流し |
ていた。大雨時の洪水被害を防ぎ、必要時には灌漑用水を囲畑に流すため、曲鋳の位  |
置で淀メII本流に直結された。それは奈良時代のことで、この治水事業で出来た荘園の

圏畑が当時建立の奈良 。東大寺の所有になり、その地まま今も島本町 。東大寺と呼ぶ。  |
河流が消えた場所は水無瀬 と呼び、りi:の4も水無瀬りilに 変わった。地上の流れが消え |
ても地下水は残り、今も水無瀬神奮に:ま墓水がある。永無瀬め下手の上牧に牛池とい  |
う池があつたのは、水が湧く池底がスリ鉢影の地で、農耕の牛を地で洗う時に牛が足  |
を滑らせて滋れるから気を付けよ (子供も泳ぐな)と いう墓です。その湧水で、上牧  |
の内ケ池とそれより下の、1触無瀬メ!|の輝糠が後世まで存続したのです。       |
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隣接する山間地の能勢地区からの)猪墓メliと 合流して神鋳りllと なり、尼崎で直接に大
阪湾に注いでいます。平安時代に江調の地から運再を堀って淀りIIか ら安威メ|1傷 神崎メ||

へ繋げ、京都かな淀メ|:を 下つて江曇から尼鋳へと、直接に大阪湾 。瀬戸内海へ向かえ
るようになりました。並行している安威∫||と 淀り:1本流に狭まれた地域が摂津市で、相
り||と 呼び、阪急電車京都線は安威り11と 江溺からの運河の合流地点で続けて (相メ|1駅の

前後で)同 じような鉄橋を二回渡る形になっています。

.卑弥駒 こと一―沖縄からの視点と、その水軍は

1.さ て有名な論争の、邪馬台国が畿内説でぁるとすれば、奈良県桜井市 (纏向。まきむく)

にある箸墓古墳の埋葬者の倭述述爾百襲媛 (ャマ トトトヒモモソヒメ 建第 7代孝霊天

皇の皇女で母は淡路島出身)浄ζ卑弥呼であろうとされています。中国の文書の魏志倭
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人伝の語る三世紀初めの卑弥呼による国の統一が、歴史的事実としての統一国家日本

の成立とすれば、日本の神話の古事記の話る神武天皇の九燿富鋳県高千穂からの近畿
への東遷は、実は卑弥呼の歴史的事実を神武天皇吟名に取り換えて神話で語 り伝えた

ものと考えられます。(こ の見解は、沖縄の名護博氏「邪馬台国総合説 ,赤椀の世直し」

ゆい出版 働2001年 刊によります。持縄か各日本を北上する黒潮の流れの上に海上

交流があり、卑弥呼の思想のシンボルは沖縄産の太陽を産む員・ゴホウラ員の腕輸で、

初期の巨大古境の轟1葬品であるその腕輸の形が、あの特異な前方後円簑の原形だと明

かしています。)(ま た私の沖縄の友人の海勢頭豊 (ウ ミセ ドユタカ)氏 稗 弥呼コー

ド・竜富神黙示録」藤原書籐 2013年 刊の説では、紀元前 8世紀末に滅亡した北

朝ユダヤ支族の末裔がシルク凛― ドを開拓しつつ沖縄および丹波地方に渡実し、その

影響で日本国家の原型が生まれた。草食性の海獣 らジュゴンの姿に曲来する竜富神の

勾玉 (マ ガタマ)の形の三ツ巴紋 (ミ ツトモエ紋)をシンボルに卑弥呼が国を統一 じ

たが、紀元前 6世紀初めに滅亡した南朝ニダヤ支族の末裔が追って渡来して甕を横取

りした。今、沖縄米軍基地建設問題の透野古の海に出現しているジュゴンは、卑弥呼

が信伸した竜官神の使いで、卑弥呼が建国した日本の平和思想の原点の溺滅を憂えて

出現したのです。)

2.さ てそう考えれば、卑弥呼 (神武)は鵜戸神宮 (神武の父 やウガヤフキアエズノミ豪ト

の出生地)あるいは高千穂あたりを出発し、古事記では瀬戸内海を通 り、国曲遷 りを

越えるのに 3年かかり、近畿に到達した。海を来た卑弥呼 (神武)の勢力を麟で運ん

だ者は、愛媛の来島海峡にある大三島を根拠地とする水軍でしょう。大三島には日本

総鎮守を称する大山紙神社 (オオヤマツミジンジャ 。大由積神を祭神とする)があり

ます。

5,三島鴨神社 (ミ シマカモジンジャ)の成立

1.こ の卑弥呼 O申武)の水軍の畿内での着岸地点が高機市三島江と考えられるのは、この

地に先にあっ九だろう鴨神社 (事代主神 (コ トシロヌシジン 悪えびす神)を祭神とす

る)を合した、三島鴨神社 (ミ シマカモジンジャ t大山積神および事代主神 (えびす

神)を祭神とする)と いう独自の神社が、この高機市 3三島江の地に存在しているか

らです。

2,事代主神 (えびす神 を出雲の大鐵主命の国譲りに賛成した,急子)を祭神とする鳴族の集

団 (京都の上賀茂 苺下賀茂神社の集圏とも同族)と 大山積神を祭神とする日本総鎮守

を称する大山祗神社の集渥との間に、この三島の地で同盟関係が成立したのです。

6.御島と二島

1.水軍の大山積神を藤る瀬戸内海 。来島海峡の根拠地の島は、元は大御島であったに違い

ない。なぜなら瀬戸内海li多島の海で二の数字でないからです。掟∫::右岸の三支流か

‐
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らなる大阪三島の地に来て、役害Jを果たす新たな根拠地を得 (鴨族の集国と同盟関係

になり)、 御島は三島となった。そして来轟海峡の元の緩拠地も大三島と名乗りを変

え、神使も元の (鳥の)シラサギに淀J:|の 梅 からj:|な登る魚の)ウ ナギが加わった。

議.大山積神 (オオヤマツミジン)は淀∫||を遊上って上陸して曲に登って、大山昨神 (オオ

ヤマクイジン)になって京都市 。松尾大社となり、比叡山 e爾 吉大社 (歯王)の東富

の小比叡大明神 (オ ビエイダイミョウジン)と なっている。

3.ま た海の方では、事代主神 (えびす神)も豊漁の海の神であるから、両察神の同盟関係

は海の水軍力を強イとしたことになる。印ちこの水軍はさらに東進 して、関東への入田

の伊豆半島の付根に到り、そこの静岡県 を三島事にまた三島大社 (大山積神と事代主

神 (えびす率申)を祭神とする)があるのは、ここ大阪三島の地からの発展なのです。

7.溝昨神社 (ミ ゾクイジンジャ)の思想と大坂城の滅亡

1.さ て三島鳴神社の、すぐ近くの安威り|1畔には古事記に饉てくる豪族 。三島溝昨 (ミ シマ

ミゾクイ)の溝昨神社があり、その嬢 薔玉続媛 (タ マグシヒメ)は義雲系参事代主神

(えびす神)(一説には、その父の大国主神)の妃としてその孫娘を生んでいたが、

その二島溝昨 (ミ シマミゾタイ)の孫娘こそがホ トタタライススキヒメ (女性の胎内

のタタラ・溶鉱炉で鉄製武器を鋳 (イ )直 して楽器 豪鈴 (ス ズ)や農具 。鋤 (ス キ)

に変える姫)と黒乗 り、天照系の祷代神武天皇の皇居になります。これはこの地元の

豪舞 三島溝昨 (ミ シマミゾクイ)力せ、この地に着岸した卑弥呼 (神武)の勢力に合

流したことを意味します。そして溝昨 (ミ ゾクイ)と は、弥生時代環濠集落の防衛線

の堀としての溝を、昨 (ク )ら い食い尽じ廃上してしまった豪策の心の話を伝えてい

ます。これは卑弥呼 (神武)の絶対平和思想の本質を示すものです。

2.こ の購昨神社から少し陸側に、豊臣秀頼・淀君の大阪城の家老職であった片桐旦元の居

城 も茨本城がありました。片続旦元は、大阪城参量を埋め.る ことで徳り|1家康に恭順を

示 して豊舞家を存続させようとしましたが、淀君参不信を買い排除されました。堀を

どうするかは、この溝昨 (ミ ゾクイ)の話です。上牧城の牧家の分家・富松家はこの

茨本城・片桐旦元のそのまた家老職にあり、雛平策に尽力してR/hま した。上牧城の牧

家の本家は、大阪城内に居住して秀頼に仕え、籠城の主戦派でした。出雲 。松江城の

堀尾吉晴の家老職の牧家の分家は、徳∫|1幕府から堀を理める工事の総奉行職を命じら

れて勤務に励みました。徳り|1家康はこのように現場で身内同士を対立させて、漠然と

した安心感の内に謀略を進めていました。最後、大阪城を攻め滅ぼす時、第二代将軍

徳り|1秀患の馬FFと して、戦国時代を生き抜き勝ち抜いた網り|1家に、「銀半穿の旗指し

物ゴを召し上げるべく、差し出しを命 じました。墓誉なことにそれは、細∫|1家 中の菫

臣 ,上牧の牧家の分家の所持品でした。徳」|1後継者の秀忠は、その旗指し物を掲げて

大阪の陣に大阪城を滅ぼし、召し上げられた牧家の分家は九州 `豊前から騒せ参じて、

大阪の陣の戦場で患義に励んだと伝えられています。
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3.「餞頭が怖い」という落語があります。「堀 (が無いの)が怖い」という者同士を対立

させたように、「鰻頭」が気になって気になって怖い……、という者を、llll_に 曲盛り

に優頭を積んだ部屋に閉じ込めて、意地駆 楽しもうと言 うのです。そした各窮地に

立たされたその人は、嚢頭の全部を昨らい食べ平らげて、 「ああおいしかったJと い

う話です。溝昨 (ミ ゾタイ)の思想はこの落議の主人公に生きています。

8.丹後 (元来は丹波)の天橋立から

1.丹波という地域の名は、京都府中北部から兵庫県幸北部の広い範囲を指す。露本海側か

ら瀬戸内海 も太平洋側に越えるのに、より西方の中国曲地の高地でなく、∫||を遡つて

低い峠を越えてり||を 下れば山越えが出来るのがこの「丹渡」の特徴です。その広範な

地域の古代からの中心地は、元伊勢 (モ トイセ)を名乗る籠神社 (コ ノジンジャ)の
ある天橋立 (ア マノハシダテ)です (今は丹後とよばれる)し その股覗きの幸が、冬

の食糧欠乏時に観音書薩の臀部を鹿のモモ内として食べて命をなりあう成機寺 (ナ リ

アイデラ)と いう。安満 (アマ)・ 成合 (ナ リアイ)と いう地名が高機市に一体で存

在するのは、天 (アマ)の集国が山越えで淀∫|1水系の拠点に移動したのです。そのま

た瀬戸内海への出甕が尼崎 (ア マガサキ)です。 (こ の集団が奈良に最初硲丹渡玉響

と呼ばれるものを建て、卑弥呼の父の第 7代孝霊天皇までの前史がそれに想定されま

す。この集圏の源流が、遠くシルク薄― ドを来た北朝ユダヤ支族にあるというのです。)

2.安満 (アマ)・ 成合 (ナ リアイ)地域のり||は 「ヒノカフ」と地元で呼んで来ました。
「檜尾川 (ヒ オガフ)」 という表記は誤りと思われます。議雲の人岐大蛇 (ヤマタノ

オ薄チ)のり||が古事記では「肥のり||(ヒ ノカフ)」 で、成合の春日神社には饉神の雨

乞い神事がおり、曲上には名栞1の金龍寺があったし、雨乞い祈願成就で知られる平安

時代の千観法師がゆかりの寺でした。肥沃な農耕地を思わせ、古代のこの地参指導者

の吉簑 (安満富曲古簑)から卑義呼の鏡が (魏からもらった百枚の内の)3枚も出土

しているのです。なお出雲の影響が播質1経由でも考えられるのは、高機市中心部の野

見神社の明治以降の名乗り (出雲系の野見宿醸に曲来)な どに見られます。

3.天橋立からも遠くない、丹波の鬼の伝説のある大江自の主の、有峯な酒呑童子のその第

一の弟子は「茨本童子Jです。三島郡の茨本市の地から、違い立てられて逃れた先が、

丹波の大江山まで行くのです。実際に地域が直結しているがゆえの物語 りです。

9=ふたたび卑弥呼のこと一一―その進路は

1.海路 (主力は瀬戸内海)で各地の津の勢力を配下に摂 (お さ)めて (ゆえに摂津と呼ぶ)

二島に着岸した卑弥呼 (神武)の努力は、最初に (淀メli対岸の河内の)東大阪市の露

下 (ク サカ)鈴楯津 (タ テズ)に上陸するが、見の五瀬命 (イ ツセノミコト)が手を

矢で負傷じ (の ち和歌山で死にいたる)、 遠く紀伊半島の熊野からの進路に変更する。

今も高機市成合に「爾下」の名につながる住民の方々があり、この峯は元来は丹波北
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部に曲来し、一筋の経路が見えます。また神戸市の諏訪曲 毯茨本市北部の諏訪神社・

高槻市り|1久保 (ポ ンポン曲の直下)の諏訪神社と、古事記で国譲りに反対した諏訪大

神 (ス フダイジン 。出震の大国主命の一方の農、子)の画国街道曲際の配置が見え、卑

弥呼 (神武)勢力に対峙したことが伺われます。

裁.水運の大動脈鈴木津り|1総いに、 (古事記母語る南の熊野からの主勢力とは駆に、北から

馬ゼ働隊として)卑弥呼 (神武)の勢力が奈良 (纏向)に向けて進んで行く時、西日本

の全勢力を摂津の国に結集した卑弥呼 (神武)カミ、曲城の国 。京都盆地に入ろうとし

て、諏訪大神を中心とする100余国の神々が集結した大勢力と最初に向き合つたの

が、上牧本澄寺のある神南傭森 (カ ンナビノモリ)です。上牧 (カ ンマキ)と は本来

が神牧であるから iカ ン」と発音するのです。神々が陣を敷いた牧野です。 (大阪か

ら大和りil沿 いに進む地にも奈良の上牧がある。)こ の対陣をどうするか。

3.「 (神武)Jと は 「黄を止める (武)神の威力」を指す。いかに説行で武力を回避する鰈
かということです。高機市成合から金寵寺のある曲上に上がり、稜線総いを上牧 。神

南備森の背後に下る中腹の位置に若由神社 (フ カヤマジンジャ 疇スサノオノミコトが

祭神)浄 あ`り、その下の地名が桜井です。桜散る井戸で身を清めて決心をして、和平

説得の使者に出向いたのでしょう。 (ついでに、のちの室町時代の南朝方の患臣 拿楠

正成の子別れの場はこの地・島本町の桜井です。)淀メ|1対岸の枚方市・牧野の交野神

社 (カ タブジンジャ)浄 まゞた第一の祭神をスサノオノミコトとしているのは、対岸か

わも包囲の拠点を置めたもので、こつ交野:拳社は北河内で一の宮を称しています。ス

サノオノミコトは、卑弥呼がそのまま該当する天票大神の弟神で、最初は乱暴者だつ

たがのちに天熙大神に協力するのです。高機市 う茨本市・摂津市・吹田市から兵庫県

のりil西市・宝塚市まで、スサノオノミユトの神社が多いのは、撰津量全域が卑弥呼に

協力していたことを意味しているでしょう。

4,こ の巨大な勢力同士の対陣 (卑弥呼と諏訪大神):こ雛平説得が成功しなければなりませ

ん。スサノオノミ軍卜の包囲網を成就させて、この最初の説得経験を成功に導いたの薇豪

は、安満 D成合の「肥のメ:|」 地域の指導者が、鑑の稜線の道へとスサノオノミ凛卜を

案内したことであったと思われます。その場績の大きさから、幕弥呼がこ織小さな地

域の指導者に、魏からの鏡を3枚 も贈ったのでしょう。この対陣を越えて京都盆地に

入 り、次に本津メ:1沿 いに奈良盆地へ入る位置には、高速道・闘辺西インターの近くに、

次の神南備曲 (カ ンナビヤマ)が あり、ここでも同様の対陣があったのでしょう。

5.「神南備 (カ ンナビ)」 とは、数訪大神の 100余国側の神々が陣地を構えた場所のこ

とで tノ よう。そして卑弥呼の最終目的地の纏向の、大神神社 (オオミフジンジャ)は
三輸出そのものが御神体で、また神南備向です。卑弥呼の主勢力が南の熊野から吉野

を経て纏向に入つたりは、反対勢力によるゲリラ戦を回避するための策で、北から吉

野へ追えば室町時代の南北朝でのように、長期的混乱になります。また卑弥呼の主勢

力を最後に導いたとされる三本層却のヤタガラスは、北の京都盆地の賀茂族集団であり、
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高槻市。三島江の二島鳴ネ申社から繋がって、北からの麗働隊の進出を暗示しています。

10.秀吉の天王由の戦い、および幕末 。明治維新

1.ずつと後の時代、成合 d金龍寺からの同じ稜線を豊臣秀吉の軍勢が通つたので、この道

は「太閣道」というハィキングコースになっています。秀吉勢が楽な天玉曲まで進ん

だのは地元 4上牧の侍の案内と思われ、明讐光秀の軍勢はまだ京都盆地の内側にいた

から、秀吉が勝ったのが天王曲の戦いです。京都を守備するには、明智勢は上牧 ,神

南備森の位置まで出て障を敷かねばならなかったはずです。上牧の侍 (牧家の一F電 )

が秀古側の武将の機尾吉晴や片桐旦元の家老職にあつて、明智はこの地にまで進議で

きなかったのです。 (明智は娘 “ガラシャの嫁ぎ先命細」|1藤孝を味方と期待し、牧家

の一間が重臣にいたが、細りi:も 秀古側に付いた。)

2.さ らに幕末・明治維新には最初は、長州藩はわずかな軍勢で京都御所にまで突入しま

した (禁 F電 の変)。 この時点ではまだ薩摩藩が幕府に辣方していたので、長療1藩は敗

退しまし/た が、京都の町は大火で焼けたのです。急遠に京都守備のため、幕府が関F電

(巨大な大砲を備えた城)を構えたのが、上牧 。神南備森の位置です。幕府の勝海舟

などが城の設計に関与していたはずで、北海道・函館の五稜郭と同じ設計でした。五

稜郭は周囲に費けた星の先端に 5カ所の大砲があるが、ここは西国街道を来る長ブ11勢

に星の先端 1カ所の巨大な大砲を向けていました。この関間の機に二重県 =簿の藤堂

藩が配備された。

3.幕末最後の段階で長ブヽ料の軍勢が、この上牧・オ申南備森の目前の梶原村まで迫 り、藤堂藩

は大砲を構えて、射撃命令の出る寸前であったが、京都の政治情勢が 軟 政奉還か毎

さらに)幕府主導の王政復古に決し、幕府は長州の軍勢に砲発することなく、この地

での開戦は国避されました。地元の住民:ま もちろん開戦を絶対に望んでいないし、本

登寺は戦争回避のために働 1/1て いたと思います。寺はそのために存在しているのです。

ll.鳥羽伏見の戦いと上牧

l.王政復古により、幕府方は大阪へ引き揚げ、替わって薩摩 。長Jll勢が京都に入つたが、

今度は幕府方 (会津勢など)が逆に京都に攻め上ったのが鳥羽伏見の戦いです。慶応

3年末の 12月 22日 に、会津幕兵方は藤堂藩の案内で上牧 (おそらくは、当時に上

牧村内に末寺・塔頭 8カ 寺を持っていた本澄寺を中心)に宿陣し、正月2鐵 夜に京都

に向けて出陣し、念壽の昼に鳥羽伏見で戦争となりました 機 堂藩の勤務記録による)。

鵞.幕府方は京都で敗れて、人幡・機本の男曲周辺に再度に障を敷いたが、上牧 螢神南備森

の間門にいた藤堂藩が、公辮 `四条隆平の工作により寝返り、移動式の大砲を島本町・

蔦浜の堤防上に移動して、対岸の暮府軍を砲撃しましノた。昨羅まで幕府方であった藤

童藩からの想定外のメil越 しの砲撃の大音響は、心理的 `政治的効果が絶大であったと

思われます。この地の動静が歴史の流れに大きく影響しました。
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3.しかし本澄寺の地元の上牧には、会津幕兵方が 12爾 間も宿陣してここから出簿したこ |
とは、―‐切何も伝承されていません。 (考 えられることは、先に 構 昨神社」のとこ |
ろで述べたように、実は上牧は4oo年前に大坂城の豊巨方が滅びる時、豊臣方の拠 |
点として一緒に滅ぼされた地です。大阪城の天守間を取壊して豊瓢の名残 りを全て溝 |
し、豊匿の家老職 (片桐旦元)の茨本城を廃城にし、そのまた家老職 轍 家の分家の |
富松家)に繋がる上牧城 (城垣内 壺ジョノカイ トの小学堪を今も残す)も鹿城取壊し |:

にされたに違いありません。その時の上牧の指導者吟牧家の本家は、大坂城内で父子 |
討死に家の記録皆焼失、と伝えられています (織り|1家重臣の牧家の分家の系図記録に |
よる)。 ここには反徳り|1幕府の下地がずつとあったように思えます。会津幕兵方を歓 ■

迎しなかったはずです。戦争で殺数された者の恨みは何百年も続くのです。      ●

4.鳥羽伏見で勝利して江戸に進軍した新政府軍に、江戸城は無血爾城され、そののちは不 |
幸にも北海道まで戊辰戦争が続きます。江戸は江戸府となり、初代江戸府知事 (東京瞼餃
都知事)には (上牧に領地を持ち続けた)烏丸家の当主の鳥丸光徳期が就任していま |
す。新政府軍の中枢部に参加していたと推定され、領地の上牧 幸神南備森の藤堂藩や |
宿陣した会津幕兵方に関する情報は、裏で,為丸家を通じて (平和のために)新政府方 |
に流れていたと思われます。初代江戸府知事への就任は、その情報源の功績も一因で |
しょう。                                        |

||

12.松前・法華寺と正覚寺と本澄寺                        |
1.上牧・神南備森の関岡 (幕府の城)の幽側に隣接して、本澄寺と同じ翼蓮宗の大聖山 CI
正覚寺 (ダイショヤマ・ショウガタジ)と しヽう寺がありました: この透りの日蓮宗発  :|
祥の石塔の建っていた地 (石塔は今は本澄寺にある)なので、日蓮大聖人の大聖山と :
言います。本澄寺にある日蓮大聖人43歳御自作の御霊像 (福井県の若狭華妙行寺か '|

ら来た)に対抗する御霊像 (京都に爾蓮宗を最初に布教した日像二人 。大覚大磯正が、 |

脅露鷲]量貫曇量:言ЯttT蟻纏辱番番言lTh」露言畠警曇襲::Lil曇鷹置馨賃h豪
寺だからでしょう。それで幕府はこの地に即座に (必要とあらぱ)関 F号 の城を縮現さ |
せ得たのです。                                 .

2.正党寺は倒幕されて消えて御霊像は明治 19年に成辰戦争最後の地の北海道・松前の法 |
華寺に移動安置されました。戦乱の被災への励ましです。本澄寺 。正覚寺 。松前法華 |
寺は、いずれも京都の日蓮宗の本曲 。本満寺 (当 初の白緒は公家 。近衛家の寺)の末 |
寺でした。                                   |

3.ま た、本澄寺と正覚寺は対立してlv iる ように見えますが、正覚寺の開由・ 日恵上人は、 |
小笠原家臣 豊゙前国牧氏の出身と石碑に記され、上牧の牧一F電 の分家なのです。    |

13.五領は元来は御領

1.われわれのこの地域は今は「五領」と称していますが、日本の国が最初に統一される卑 |

‐
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弥呼の時にも決定的に大事な地でありましたし、戦国時代め秀吉 。明智の時にもそれ

は問様のエピソー ドとして繰 り返され、幕か 明治維新にも重要な戦略地点でした。

2.大事な地であるから、単独の支配者がこの地を独占すると、その動きにより国家全体を

危 うくしかねない。それで、この地より京都に肉けての地域は幾つもの領地に細分化

されています。

3.五つの領地、高槻永井藩 4淀永井藩 。旗本鈴木家・鳥丸本家 。鳥丸麗家というように細

分化されて、もっともらしく「五領」とされています。 しかしこれでは、地域の誇り

も何もないのです。権力中枢の支配者にとつて好都合なだけです。本当はここを三島

郡の中で最初の領地とし/た公家の藤原一F電が、大事な地であることを忘れぬように、

住民もそ鋳誇りの自覚をもつように、平摯のために自らが何をすべきかを常に考える

ように、「御領」と呼びならわしたのが元来の条称の始まりなのです。そこを守り続

けた鳥丸家は、一時期最初の江戸府知事となったのです。

4.継体天皇ならびに藤原鎌足

1.卑弥呼の箸墓古墳 (太陽を産むゴホウラ員の腕輸の形)を発祥とする前方後簡簑の最大

の古墳である仁徳天皇陵、その主の仁徳天皇の弟の4代の子孫を名乗 り、福井県・越

前の地か偽来て、上牧 。神南備森の淀り||の対岸の地にある楠葉 (ク ズハ)の交野天神

社 (カ タノテンジンジャ 。当時は貴船神社か、の地)で難位式を挙げたのが、第 26
代継体天皇 (ケイタイテンノウ)です。 (交野天神社は、後に第 5の 代種武天皇がこ

の地に来て立って、京都盆地の長岡京の位置に遷都を決めたという神社なのです。上

牧 菫神南備森と一対で、北陸ルー トに対しても扇の要の位置になります。)

2.継体天皇は奈良盆地の都に入るまでに約 20年もかかり、その子の欽明天皇の時には溝

本に仏教が伝来し、仏教信椰で有堪な聖徳太子はまた會孫に当り、系統として仏教に

縁がある天皇です。轟を高機市の薔部に位置する今城塚としたのは、量「位をした河内

の構葉とその対岸に位置する三島の一帯を、大事な地域と認識していたからでしょう。

3.その次の時代になると、公家の筆頭。藤原氏一間の初代・藤原鎌腰 フジフラカマタリ)

の墓とされる遣跡が、高機市の阿武曲i_‐ あるのは有墓です (茨本市との境界で、継体

天皇陵今城塚にも近い)。 藤原氏が三島地域一帯を大事な地域と認識 していたからで、

高槻市 う茨本市には藤原氏の氏神の神社である春日神社が多く存在しています。その

中で、上牧の春霧神社 (上牧 。1臨殿 井゙尻の三カ村が氏子)が一の宮を称 L/ていま

す。藤原氏はここ上牧の地から入つてその勢力を広げていったからでしょう。だから

「御領」なのです。

5.アテルイ 。そ レの苗塚

1.先 のスサノオノミ爾 卜が拠点にした淀J:嶽岸の牧野・交野神社の隣地 (!溺 境内)に、蝦

夷の大将 。番1将のアテルイ 。モ レの首塚があ ります。初代の征夷大将軍の坂上購村麻
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昌が戦いに和平をして連れ帰り、アテルイ 。モレはここに滞在 していましたが、朝廷 |
が命じて処刑したのです。この地に居たのは、東北蝦夷地の多くの人達がまたこの近 |
辺に来ていたからでしょう。 (こ れを悼んだ坂上難村麻昌がプテルイ 。モレの供養の |
ために簿てた寺が京都の清水寺で、その連惇の意策が現在も生きているから、溝水寺 |
の貫主が毎年末に「今年の字Jをマスコミの前で揮塁しています。)        |

2.幕末明治維新にこの地では回避された戦舌Lが、東北・北海道では成辰戦争となったのは |
悲じむべきことです。                              1

=

3.淀∫!1対岸の再寵国の枚方市・交野市 苺寝量り:1市は渡来系の人達が集まって来ていた地で 1
す。寝屋 (ネ ヤ)と は「寝殿・迎賓館」の意味です。 「ネヤ」は沖縄語の「ニライ・

1

カナイ、ネジヤ 譲カナヤJに繋がり、「はるか遠くからやって来て、ネヤに油まって :
いる人は、カナ (神)のように尊い人だ」という騰本人的客人を大事にする心を表季 :
しています。この地には天野り||と いう奈良盆地から直接に流れ轟るり||が あり、このJ!1楔鯰
を連れば山越えをせずに古代の都 。奈良の地に入れます (大和JIIと 本津り!|の 二大河は

別として)。 渡来人:ま許可が出るまで、あるいは長難にこの地に滞在したのでしょう。

4.出雲からも丹波からも越前の北からも南からも、遠く渡来人たちは海を渡って北極星を

爾印に天体観測しながらやって来た。だから都へ最後に導くりi:も 「天のり::」 と呼ぶ。

5.そ してこれらの渡来人が淀り11を対岸の摂津国に渡った地が、高槻市晏唐鋳 (「唐 ,カ ラ」

は外国の意殊)と 呼ばれたのです。

6.対岸の河内国も合わせて、遠近の各所からの交流の道が集まってくる地点が、上牧・‡申

南備森であり舞領という地域なのです。

16.五領 螂 領)地域の秘話

1.明治初年の地形図に、上牧の大きな内ケ池のまだ下もに、淀メ|1本流の水路幅の三分の二

ほどもある、淀り|1本流と繋がった大きな大きな糸澤長い池があります。その池と淀り|1本

流に国まれた場所が i務 鵜殿村です。鵜殿 (ウ ドノ)の基は、紀伊半島の熊野り:1河 目の

新富市の対岸の地名です。いわゅる熊野水軍の鵜段を名乗る集藩が、紀伊曲地の本材

で船をつくり、太平洋から紀伊水道を通り大阪湾から淀メ||を さか上り、この五領へ来

ていたのです。 「鵜Jの名前は、神武天皇の父のウガヤフキアエズノミコトの宮崎県
「鵜戸神宮」があり、熊野の「鵜殿』、そしてこの五領の「鵜殿」、また奈良東大寺

二月堂のお水取り行事に水を送る若狭 。神富寺の「鵜の瀬」があり、北へ行くと曲形

県 `羽黒曲の「湯殿Jが 「鵜殿」ではないかと思われます。

2.古事記の第 10代崇率申天皇 (ス ジンテンノウ)の「タケハニヤスの乱」のところで、「久

須婆の度 (ク /‐
7・ バノフタシ 。上牧の対岸の構葉の渡し)に到りし時、管な迫めたしな

めらえて、 撼 怖から)興 (ク ソ)出でて揮 (ハカマ)にかかりき。ゆえに、其地 (ソ

コ)を号 (ナズ)けて屎揮 (ク ソバカマ)と 謂う。今は久須婆 (ク スバ `穫葉)と 謂

う。」「其の逃ぐる軍を遮 りて斬れば、鵜の如く河に浮きき。ゆえに、其の河を号 (ナ
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ズ)けて鵜湾と謂うなり。」とあります。構業の渡しを上牧に渡り切れなかった者た

ちは、殺残されて鵜の死骸のように流れていった。そして河は 鶴 河・ウカフ」と呼

ぶのが淀ブIIの元の名前であると。

3.幾神天皇はミマキイリヒコとも呼ばれ、私の沖縄母友人の海勢頭豊氏の説では、「ミマ

キ」が朝鮮南部g/種那 (ミ マナ)を経由したことを意案し、「イリ」は外来で入るこ

とを意味する。郎ち、爾本にやって来た南朝ュダャ支族の末裔だと言う。

4.五領の大きな大きな細長い池をり||の港に使って、淀り|1水系中流の水運の基地とし、奈良

盆地の卑弥呼 (ま たはそれ以前)の都にも物資を運び、あるいは陸路に積み替えて丹

波方面へ日本海方面へ放射状に物資を運び、その水運を「鵜Jの集団が取り仕癬って

いたから、淀川は「鵜河Jと 呼ばれていた。その集団が一時滅ぽされためである。これ

,ま、卑弥呼 (神武)の時代のすぐ後のことと思われます。

わ,こ の権葉。上牧の渡しでは、のち幾つもの政変の機会に、奈良盆地の都から逃げて来て、

渡り切れなかった者は命を落とした。渡り謗った者は、万感の思いで上牧 争鵜殿のコ

シ原の中を、遠く六甲曲の曲並みの向こうの播ずヽH・ 仁馬の別世界へと急いだのです。

この命がけで通り過ぎた地の、そのョシを吹き限に、筆箋 (ヒ チリキ)の笛で心の思

いを演奏するのは自然なことに思われます。伝統として、上牧のコシが吹き醍燿に朝

廷 (富内庁)と伊勢ネ申富に献上されています (俗に言 う、鵜殿のヨシ、は本来はスダ

ン用が主です)。

6.爾に向かう道は、第一にまま水運の道、第二には曲際の西国街道の道、第二には鐵中を行

く抜け道です。この第一の水運の道の続葉 。上牧の渡しから:斜めに曲際の第二の道

:こ、やがて安威JII沿 いかわ豊能訂 `切爆 (キ ソハタ)を経て籠勢妙見曲の第二め道へ

至る経路は、のちの隠れキリシタンの道にもなり、この線上の茨本市の曲中の民家か

ら (よ く教科書に出ている)フ ランシスコ 。ザビエルの画・laが発見されています。落

ち延びる者の道でもあるでしょぅ。
~

T.こ 母落ち延びる者の道は、実は生活の道でもあります。現在の本澄寺の本堂 (天保 11
年・ 1840年 建立)の建築本材は全て豊籠琴・勢畑から、この道を運ばれたもので

あり、祭礼行事には今も切燿から参加をされています。

i丁 .五領 (御領)地域の村の呼び名

l.|::の 港に入るには、特に増水時に、上流から急旋爾に梶 (舵・カジ)を切って港に入る

樵船・lk術は、注意を要したことでしょう。 しかし港に入れば安全地帯であった。梶に

注意して入つた港の前に平原が広がっていて、そこに出来た山際の村を「梶原 (カ ジ

フラ)」 という。 「梶を折らぬように」との戒めからその地の寺は 確 折」一乗寺と

も (江戸時代になお)基乗っています。

霊.「鵜殿 (ウ ドプ)」 村は「鵜」の集爾という非常に古い由来の人々が住んだところです。

この地は三島郡地域の中でおそらく最初に開けた発神の港であり、飛鳥時代になお栄

１
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え続けていた証拠には、この辺 り最古の寺院である梶原寺が目の前の梶原の地に建て

られていたわけで、それはこの港が非常に立派に栄えていたことを意味するでしょう。

3.り ||の港の、すぐ岸は、水路 (井路 。イジ)の奥まった尻にあたるところかわ、その村を

「井尻 (イ ジソ)Jと いう。この井尻村Φ議ん類の中に、「春鶏大現神」の神社がぽ

つりとひとつ森になっているのは、遠路を着岸した航海者たちが無事の理着を感謝し

て参拝する港の排社であったはずで、古い時代には春自大明神以外が祭神であつたと

思われます。上牧の春日神社の方が、古い時代にはこの神社の奥社に当つたのではな

いでしようか。

4.コ シ原の部分は外島 (ソ トジマ)と よぶ。「上牧 (カ ンマキ)」 に隣接の大きな締長い

池は内ケ池 (ウ チガイケ)と いうかわ、上牧村のある場所自体が実は内島 (クチジマ)

なのである。

5。それで、前 (露 の前の、下流の)の島にある村を「前轟 (マエジマ)Jと いう。

6.神 を「コウ」という読み方をする「神内 (コ ウサイ)」 村は、神南備森の対諄の時に、

桜井から来た天照系のスサノオノミコトの内 (ウ チ)に属した地だから、 100余国

の神々の「カン」でなく「コウ」と読むと思う。向国市に神足 (コ ウタリ)があり、

要するに神々 (凛 ウゴウ)しいのです。また、紀ずヽ菫熊野の鵜殿村の隣りが同じく神内

(ヨ ウノウチ)村なのです。

7.街道総いに、優雅な名前の「萩ノ庄 (ハギノショウ」村がある。

8.「道斉 (ド ウサイ)」 は元々が、大字・鵜殿村の一部の小字の墓なのです。小学の道斉

の方が大きくなり、大字の鵜殿を従えて現在は 唯 鵜町 (ド ウウチョウ)Jになつた。

9.なお、「ひのり|IJを境に東側が五領地域なのですが、「ひのりil」 は元:ま成合かる南に真

つ直ぐに南下していました。平安時代に、ひとつ上みの元の水無瀬」:|の打国の方に向

けて、山総いを流れる (不 自然な)位置に 鉄 水被書防止と灌漑澤約で)河国が付け

変えられているのです。     ｀

8.五領 (御領)地域の盛衰

1,先 に述べた水無瀬り||の河目の自崎への付け変えで、本来の河口であった五領のりIIの港に

水が流れなくなり、り11の港がだんだんに圭砂や植物で理まって浅くなり、使用できな

くなってきたと思われます。奈良時代以降のことで、平安時代に入るとその地の梶原

寺がやがて無住となり、消えてゆくのまま、港が廃れてしまった証拠と考えられます。

2.こ れに対して、付け変えで轟来た山鋳の人正の河目が、新たなりIIの港として使われて発

展しました。平安時代後期の信貴曲縁越絵巻に、曲崎長者の話が畿てきます。僧侶の

托鉢の鉢に乗って曲崎の倉が信貴曲まで飛んでゆく。山崎の長者の財力で、奈良の信

貴曲釣寺が維持されたと思わせる絵巻です。なお、生駒山に連なる信貴曲は、聖徳太

子が鶴本最初の毘沙門天王を祀った曲であり、奈良盆地の都の鬼露の第一の防衛線で

す。曲崎の曲をまた天王曲というのは、これに達なるポンポン曲の中腹と麓にある高
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槻市の本曲寺・神峯山寺がまた毘沙門天王を祀り、奈良盆地の都と外港の大阪から見

て、鬼F電 の第二の防衛線として、北に向けて同じ意味を持っているからです。

3,次いで、鎌倉時代に水無瀬の地に、後鳥羽上皇が水無瀬離宮を営んだのiま、この辺りの

地域を重視する同じ戦略的発想でしょう。 しかし、承久の変で後鳥羽上皇:ま鎌倉幕府

に敗れ、大きな発展にまでは至らなかったようで、今は水無瀬神富となつています。

19.上牧の城と寺と町の建設

1,そ して室町時代に、廃れたメilの港の再興をめざし、牛池 飯 急上牧駅前にあった)の湧

水により存続 していた内ケ池を新たな港 (停泊地)と して使い、綻り||か ら牛池まで人

工の新jll(シ ンカワ。今もそう呼ぶ)を握つてつないで内ケ池まで舟を手|き 導き、既

存の水路で元のり:1の港の整目へ送る。こうして川の港の機能を再興したと考えられま

す。今も新メ||の横の道路の歩道が非常に幅広いのは、新ブ|1沿いにあった舟をつ|く 道が

歩道の敷地になっているためです。淀J!|の本流も含めて、周囲を大きく堀で甕んだ中

に、溺んぼもあって籠城も可能な形です。内ケ池を蠣に見立てた二つの城 性 城壇内 。

下城標内)(関与した摂津守護代・薬師寺一F彎 の与一本家・与次分家の城)を築造し、

足利義植将軍祈願所の本澄寺を建て、町を造りつつあった。高機市芥り||の大工職人の

本す・清福寺とおなじ「清福寺町」という町名が上牧に存在したのは、大工職人が集団

で琴造り,こ移住していた吟です。 (の ち、上牧の侍で堀尾吉時の家老職・牧志摩守は、

轟雲の城下町 。松江の設計をしたと伝え、この上牧の都市造り鍮延長と思われます。)

t.義ケ池の下端には、池を挟んで両側に「奥殿垣内」という部分があり、公家・鳥丸家が

ここで通行税を取る機能を果たしていたと思われます。そのすぐよこに梶原中村 (梶

漂から仕事のために移住した人々の、まん中の村)と いう地葛が残 り、西藝街道の梶

票本村に向けて真つ直ぐに道が延び、陸路へと物資を積み替えた形跡があります。奥

本家・奥野家 。松本家という基が上牧 金梶原の双方にあり、本澄寺やその末寺との関

連から、上牧から仕事で梶原に移っていった家々と思われます。

募.■牧 i爾 村は 100軒余りの家数でしたが、ほとんど全部の家の軒先毎に (全長 5～ 6難

3)立派な本造船 (り il船)浄撻轟るされてありました。「よく水害に遭う貧乏村だから、

1ヽ 等でも逃げられるように船が轟ってあるんや」と子供の頃に聞かされていましたが、

よく考えると、貧乏であれば避難用の船など各家毎に持-2て はいないのです。水軍に

もつながる、水運の流通拠点であった名残 うと思われます。

1.菫上被・淀の原にあった沢山の池の縁には、かつて柳の大本が幾本もあり、これは上牧

で柳行李 (やなぎごうり。物資の移送容器)を生産していた名残です。「豊岡街道」

ヒいう言葉が地元にあり、丹渡方面の終着地が兵庫県 饉健馬の豊置であり、その豊岡

千:ま今も彿行李が作られていると聞きます。

尋,l ti‐ 奪lil」 の横の高機市 。
1塾 手琴は、元は下村 (し もむら)と いい、上牧の流通拠点か

み見ての、シモに当るのです。また、曲間の原村から坂道を成合村へ牛に荷革をり|か
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せて越えた地点を「京坂Jと 呼び、牛の地蔵様が祀られ、京都への入国の意来です。

原村かるは成金村を通るのが上牧の流通拠点への最短路で、そこから水運で京都に通

じているから「京への坂」なのです。

0.上牧の敗滅と道斉浜の繁栄

l.上牧の流通拠点は、結局は大阪の豊臣政権と二体のもので、大阪城の減亡と共に全て

の権利をほぼ失ったはずです。元は豊鍾方の武士であった住民たちの、地元で生き残

ったものは管な農民の身分となりました。豊雲時代の上牧の繁栄を語り伝えることも、

徳り|1幕府のもとでは一切不可能なはずで、具体的に明らかな形では何も伝えられてい

ません。徳り|1幕府は上牧の城も摯1権 も全て消し去りましたが、本澄寺まで轟し去る大

義名分は無かつたので、地域の中では不自然に大きな寺である本澄寺だけが残 りまし

た。本澄寺を中心にして上牧村が特異な風蓬宗の信仰が熱心であつたのは、敗滅した、
自分達が道義的には何も劣るところが無いことを、信椰により確信するという背景が

あったと思われます。

2.そ して徳りi纂府は、京都と大阪の間を支配する城として、高槻城だけを残しました。高

機城へのりIIの港は (上牧が流通拠点の時代の水路の出理に当る)道斉浜にしたのです。

道斉浜からは睦路を真つ直ぐと西に行けば、春目rfrを経て嘉槻城に至るからです。

3.かつて上牧の流通拠点で働き、梶原中村に住んでいた人々は、希望すれば再雇用された

と思われます。上牧の利権だけは取り上げて、徳りll幕府に従う人は通勤さ燈たのです。

やがて雇用を求める人々は今度は、鵜殿村の道斉浜へと移住し、鵜殿村鈴住人は梶原

村などからの移住者の方が多くなつたのだと思われます。梶原村からの移住者は梶原

の畑曲神社の氏子ですから、祭りは矩出神社の祭りに参加します。鵜殿村の 1獄 住民は

上牧の春日神社の氏子として春舜神社の祭 りに参加するわけですが、徳り|:幕府のもと

では当然に、だんだんと道斉浜の勢いが増し、やがて鵜殿村というものが灘滅 してゆ

くわけです。それは上牧の春日神社の衰退でもあり、それに応 じて上牧の春日神社の電

御札には、舅蓮宗の仏教の御本尊が (近年まで)内封されていたのも自己防衛の自然

の勢いとして理解されるでしょう (今 は入つていない)。

4.本澄寺創建当時からの檀家で、応仁の舌Lの時難に、鎌倉時代の運慶作という一対の仁王

像を本澄寺に寄進した武士のT家がある。神内村の家であったのだが、徳ブ|1時代にも

武士を続けて高槻藩に勤務し、勤務の都合上からりil沿いの道斉浜へやがて移住した。

元禄年間頃には、先祖が寄進した仁王像を安置する仁王F場 が傷んだため、一人で仁王

F号 を再建寄進された、本澄寺の大功労者です。しかし本澄寺の地元の上牧村ではその

功績を言う人がいない。公共鋳な構子に「先祖が掟り!1を流れてきた仁王像を、拾つて

寄進したJと 書かれたことがある。一対の像が淀り||を ひと揃しヽで流れてきたものを拾

うことなどはあり得ないし、寄進された当時のT家のあった神内村は淀りli沿いでもな

い し、これ |ま全 くの嘘である。地域 とい うものは難 し1/N参 です。

14‐
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本灘時と難麓鮨濃井:=う しヽて

本澄寺の閣十二歳後鷹年御自作の要蓮大聖人御霊像は、安置主として橘姓の薬師寺・冨松

―購め牧兼菫の墓と元亀元年 (一二七o年)の年を伝えています。御鶴像の底板にままま若狭

妙行寺Jと あり、元亀元年は織田饉長が若狭の試騒氏を滅ぶした年です。本澄寺と緑がある

京都市下京区 e勝光寺の伝からして、 輸 牧丹渡守」こそが天正元年 (主君の朝倉義景滅亡

の時)ま での兼重その人の姿です。難ち、三好 全松永の下克上の勢力と対鋳し、永緑五颯 強

永久秀が京都の実権を握った時)あ るいは永禄八年 (松永久秀が将軍鮭利義輝を暗職した時)

を機に越前太守・朝倉義景に出仕 した。朝倉家家鍾爾中の文書に秀でた紳牧 (力 すマキ)一

族になぞらえ、出身地母上牧 (カ ンマキ)と 近似音である 睦 牧 (カ ナマキ)丹鍍守Jと 塞

称し、元亀元年の若狭の武澤氏の滅亡の年に御豊像を守り取った。

さて天正元年の朝倉・浅井の滅んだ時に、浅井のノ1ヽ谷城で「茶々・初 多江」の三嬉舞まま攀

命されたが、浅井長男の万福丸は殺された。者の中を生き延びたのが「天正元年轟生辞典男

の浅井万菊丸」で大分・熊本に子孫がある。馨倉においても、天正元年生れ母響倉轟量の孫

である「新儀 (興相)Jも 実は全く同じ危機の境選 :こ あつた。牧家系図に臨生麹も最も不詳

として伏せられてlv・ るのは、朝倉義景の娘を母として議倉の地で生まれているからでしょう。
「浅井万菊九直荻Jと 「 (金)牧新仁 (異権)」 は穣倉 。浅井の生き残りを諸ますた電じ時 :こ

生まれ、風前の灯火の、草の葉の露の、男子の赤ん坊だったのです。後年に大分参堆で、浅

井直裁が生き延びるために牧興本国が特別な協力をしたのは全く同じ境邁吟なせ碁わぎです。

牧兼重の辞世吟句は『露の身を 峯の嵐に舞われて 浮鸞の隙を今ぞ明けぬるJと いい、

此の句を鍮まえて浅弁直政は「露身居士」と号したのです。

この天正元年の主君 (義父)華倉義景の滅亡の後、隆 牧丹波守。業菫」は堪前を変えて、

強 兼重」として細∫|1饉斎藤孝に同年中に機仕しました。出身地 3上牧の一繁 :ま難嚢信長め

難下として永禄十一年以降は既に大手が「牧Jと 毛乗りを変えていましたらそして難り1:家家

臣として生き、最後は慶長圏年に丹後鋒曲の城で亡くなりました。妻の華倉義景の嬢まま朝倉

家時代を億び、かつ兼重の結局鍮生涯は「丹後」蜂由にあったか毎、彼女の建立した警光寺

では穏塞檀越を F朝倉十六代吉景公孫女 奪金牧「丹後守」妻」と伝えてしヽるのです。

ところで勝光寺には、鞭墓檀越の勝光院殿爾勇尾勢墓驀撃と並んで「蒙醸銃霧逓上人」の立

派な墓碑が立っています。爾通:まやがで妙伝寺 (総本出身延由菫黒仰京都の本曲)の十六世

を経て身延山の二十世になり、その師の日勇は後水尾天皇苺東轟岡院のり轟依を受けています。

本澄寺では十二世露寛の頃、本澄寺の日蓬大量入御霊像に「東福鶉院御願の御事……,度 々の

御析誓あり皆速やかに成就 鏃 華霊場記)Jしているのです。 (東福問院は生き残った浅井

三姉妹の江の娘であり、元は朝倉 り浅井一P電が大切にしていた露蓮大聖入御霊像に子孫が再

びj轟依して御願が成就したのです。)脅 してこの後本澄寺の十五世爾迅 。十六世日造は竹れ

ぞれ本曲妙伝寺の三十二世・二十世に入り、勝光寺十三世鶴進は本澄寺十七世に入ります。

本澄寺に属した牧一岡の本家筋は大阪落城の時に父子討死して滅び、のち公家・烏丸家に

仕えました。御霊像の富殿の菊 3椰の紋は東福岡院により、桐の模様は豊臣の峯残 りです。
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